
 
 

別紙３ 

 

【薬効分類】６２５ 抗ウイルス剤 

【医薬品名】リトナビル 

【措置内容】以下のように使用上の注意を改めること。 

 

【「医療用医薬品の電子化された添付文書の記載要領について」（令和3年6月11日付け薬生発0611第1号局長通知）に基づく改訂 

（新記載要領）】 

下線は変更箇所 

現行 改訂案 

2. 禁忌 

次の薬剤を投与中の患者：キニジン硫酸塩水和物、ベプリジル塩

酸塩水和物、フレカイニド酢酸塩、プロパフェノン塩酸塩、アミ

オダロン塩酸塩、ピモジド、ピロキシカム、アンピロキシカム、

エルゴタミン酒石酸塩・無水カフェイン・イソプロピルアンチピ

リン、ジヒドロエルゴタミンメシル酸塩、エルゴメトリンマレイ

ン酸塩、メチルエルゴメトリンマレイン酸塩、エレトリプタン臭

化水素酸塩、バルデナフィル塩酸塩水和物、シルデナフィルクエ

ン酸塩（レバチオ）、タダラフィル（アドシルカ）、アゼルニジピ

ン、アゼルニジピン・オルメサルタンメドキソミル、リファブチ

ン、ブロナンセリン、リバーロキサバン、ロミタピドメシル酸塩、

ベネトクラクス〈再発又は難治性の慢性リンパ性白血病（小リン

パ球性リンパ腫を含む）の用量漸増期〉、ジアゼパム、クロラゼプ

酸二カリウム、エスタゾラム、フルラゼパム塩酸塩、トリアゾラ
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ム、ミダゾラム、ルラシドン塩酸塩、リオシグアト、ボリコナゾ

ール 

 

10. 相互作用 

10.1 併用禁忌 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

リオシグアト 

 

ケトコナゾールとの併用

によりリオシグアトの血

中濃度が上昇し、クリア

ランスが低下したとの報

告がある。 

本剤のチトクローム

P450阻害作用及びトラ

ンスポーター（P-gp、

BCRP）阻害作用により

同様の相互作用を発現

するおそれがある。 

 

10.2 併用注意 

（新設） 
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10. 相互作用 

10.1 併用禁忌 

（削除） 

 

 

 

 

 

 

 

10.2 併用注意 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

リオシグアト リオシグアトの血中濃度

が上昇するおそれがあ

る。本剤との併用が必要

な場合は、患者の状態に

注意し、必要に応じてリ

オシグアトの減量を考慮

すること。 

本剤のCYP1A1及びCYP3A

阻害によりリオシグア

トのクリアランスが低

下する。 

 

 


